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千
歳
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
当
事
者
の
方
た
ち
が
集
ま
り
、
普

段
感
じ
て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き

る
『
ホ
ワ
イ
ト
の
会
』
を
月
に
１
回
行

っ
て
い
ま
す
。
最
低
限
の
ル
ー
ル
を
設

け
、
安
心
し
て
話
せ
る
よ
う
配
慮
し
つ

つ
、
お
茶
や
お
菓
子
を
囲
み
な
が
ら
気

軽
に
参
加
で
き
る
会
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
そ
の
都
度
、
参

加
者
か
ら
テ
ー
マ
を
募
集
し
て
行
っ

て
お
り
、「
お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
」

や
「
障
が
い
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。 

「
お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
」
で
は

①
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
―

や
、
②
お
金
を
銀
行
か
ら
下
ろ
す
日
を

限
定
す
る
―
な
ど
、
生
活
面
の
工
夫
や

ヒ
ン
ト
が
次
々
に
出
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
参
加
者
同
士
に
と
っ
て
実

り
の
多
い
話
し
合
い
の
場
に
な
る
よ

う  

     

こ
の
度
、
北
海
道
共
同
募
金
会
を
通

じ
て
、
三
菱
電
機
株
式
会
社
北
海
道
支

社
よ
り
液
晶
テ
レ
ビ
購
入
の
た
め
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
三

菱
電
機
株
式
会
社
北
海
道
支
社
の
民

間
社
会
福
祉
活
動
へ
の
支
援
を
目
的

と
し
た
寄
付
金
（
「
三
菱
電
機
Ｓ
Ｏ
Ｃ

Ｉ
Ｏ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
基
金
」
と
、
同
額

の
本
社
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
）

で
、
北
海
道
共
同
募
金
会
が
寄
託
を
受

け
、
審
査
、
交
付
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
こ
の
寄
付
金
は
テ
レ
ビ
の
老
朽

化
や
地
デ
ジ
対
応
の
遅
れ
て
い
た
苫

小
牧
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
液

晶
テ
レ
ビ
購
入
に
あ
て
ら
れ
、
利
用
者

の
憩
い
の
場
と
し
て
よ
り
快
適
に
過 

せ 

ら 

ぴ 

 
 
 

第
七
十
五
号 

う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

  

 

後
援
会
副
会
長
の
役
に
あ
り
な
が

ら
名
ば
か
り
で
、
会
費
を
納
め
年
に
一

度
の
総
会
に
出
席
す
る
程
度
で
あ
る

事
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
お
り
ま

す
。 何

か
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
簡
単
な
事
で
は
な
い
様
に
思
い

ま
す
。
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

地
震
、
津
波
、
そ
し
て
原
発
の
災
害
。

自
然
の
力
の
前
に
、
人
の
弱
さ
を
見
せ

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
方
で
、

何
も
か
も
失
っ
た
中
で
復
興
し
よ
う

と
す
る
人
の
力
の
強
さ
も
感
じ
ま
す
。

た
だ
、
人
の
心
は
弱
い
も
の
で
す
。
震

災
当
初
は
、
繰
り
返
し
映
し
出
さ
れ
る

テ
レ
ビ
の
放
送
を
観
て
、
体
調
を
崩
す

人
、
不
安
に
駆
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
も

お
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
は
、

泣
く
余
裕
も
な
い
程
の
時
を
過
ご
し
、

今
、
二
ヶ
月
が
過
ぎ
て
心
か
ら
泣
く
事

が
、
大
き
な
心
の
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
避
難
所
で
は
思
い

切
り
泣
く
こ
と
は
で
き
ま
せ 

て
心
か
ら
泣
く
事
が
、
大
き
な
心
の

サ
ポ
ー
ト
に
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
た

だ
、
避
難
所
で
は
思
い
切
り
泣
く
こ
と
は

で
き
ま
せ 

    
の
憩
い
の
場
と
し
て
よ
り
快
適
に
過

ご
せ
る
よ
う
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 
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今
、
二
ヶ
月
が
過
ぎ
て
心
か
ら
泣
く
事

が
、
大
き
な
心
の
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
避
難
所
で
は
思
い
切

り
泣
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
阪
神
大
震

災
で
は
、
六
千
人
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
行
方
不
明
は
一
人
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
今
回
は
一
万
五
千
人
以
上
の
方
が
亡

く
な
り
、
ま
だ
九
千
人
以
上
の
方
が
行
方

不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
は
、
心

に
区
切
り
が
出
来
な
い
思
い
が
あ
り
、
阪

神
大
震
災
の
時
と
は
違
っ
た
心
の
サ
ポ

ー
ト
が
問
わ
れ
ま
す
。 

今
何
が
で
き
る
の
か
、
何
が
サ
ポ
ー
ト

に
な
る
の
か
。 

唯
々
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
ご
健
康

と
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
ご
冥
福
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。 

  

 

法
人
、
施
設
、
後
援
会
へ
の
寄
付
と
会

費
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。 

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感

謝
し
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
平

成
二
十
三
年
一
月
十
六
日
～
平
成
二
十

三
年 

   

苫
小
牧
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
利
用
者
の
意
向
を
反
映
さ
せ
た
活
動

を
―
と
、
年
間
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

利
用
者
と
一
緒
に
考
え
決
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
つ
い
て
も
二
回
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
重
ね
、
様
々
な
意
見
や
希
望
を
出

し
て
も
ら
い
行
事
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

毎
年
好
評
な
恒
例
行
事
や
新
た
に
完
成

し
た
近
郊
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
見
学
な

ど
、
今
年
も
多
彩
な
行
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

 

三
年
五
月
九
日
）
※
前
年
度
中
に
今
年

度
分
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
も
含

ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

▽ 

法
人
寄
付 

北
海
道
共
同
募
金
会
様
、
苫
小
牧
共
同

募
金
会
様 

▽ 

後
援
会
寄
付 

栗
林
海
陸
運
輸
㈱
様
、
高
松
優
子
様 

▽ 

後
援
会
会
費 

大
内
高
雄
様
、
大
内
小
百
合
様
、
佐
竹

幸
雄
様
、
西
陰
貞
子
様
、
金
丸
富
貴
堂

㈱
様
、
藤
谷
隆
弘
様
、
北
海
道
エ
ナ
ジ
テ

ィ
ッ
ク
㈱
様
、
髙
松
優
子
様
、
阿
部
ひ
ろ

し
様
、
小
林
洋
一
様
、
苫
小
牧
耳
鼻
咽

喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
様
、
畠
山
則
繁
様
、
小

野
寺
邦
彰
様
、
亀
井
寿
郎
様
、
㈱
プ
ロ
ス

ミ
ー
ト
北
海
道
様
、
関
矢
和
男
様 

 

平
成
二
十
三
年
度
の
会
費
納
入
に
ご

協
力
、
お
願
い
致
し
ま
す
。 

年
会
費
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 

・
個
人
会
費 

一
口
五
千
円 

 

・
団
体
会
費 

一
口
二
万
円 

 

   

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
ろ
に
え
で

は
、
昨
年
十
一
月
よ
り
第
一
号
職
場
適

応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
を
配
置

し
、
今
年
度
よ
り
本
格
的
に
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
は
、
障

害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
の
職
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
連
携
を
図
り
、
就
職
に
至
る

ま
で
の
相
談
や
面
接
の
支
援
に
始
ま

り
、
一
定
期
間
、
就
労
先
に
同
行
し
、

一
緒
に
仕
事
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
障

が
い
者
と
雇
用
先
と
の
調
整
や
相
談

な
ど
の
定
着
支
援
を
行
い
ま
す
。
現
在

は
、
一
人
目
の
対
象
者
が
決
定
し
、
支

援
開
始
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
は
も
ち
ろ
ん
、
他

職
員
も
事
業
所
内
の
作
業
調
整
や
業

務
分
担
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
な

が
ら
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、
法
人
内
外
の
「
一
般
就
労

を
目
指
せ
る
事
業
所
」
と
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

五
月 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
＆
食
事
会 

六
月 

 

い
ち
ご
狩
り 

七
月 

 

金
太
郎
の
池
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

八
月 

 

流
し
そ
う
め
ん
＆
す
い
か
割
り 

九
月 

 

本
田
農
場
で
の
農
業
体
験 

十
月 

 
バ
イ
キ
ン
グ 

十
一
月  

千
歳
空
港
見
学
＆
温
泉 

十
二
月  

ク
リ
ス
マ
ス
会 

一
月 

 

新
年
会 

二
月 

 

温
泉
＆
食
事
会 

三
月 

 

レ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

苫小牧地域生活支援センターの食堂に設置された液晶テレビ 




